
 

 

全国学力・学習状況調査にみられる 

課題とその手立て（令和6年度～令和7年度） 
 

 

教科書を用いた指導のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料では、全国学力・学習状況調査
（令和６年度～令和７年度）で正答率
の低かった問題を取り上げ、課題とそ
の手立て、教科書における取り扱いを
ご紹介いたします。 

令和 7年度版『中学数学』教授資料 
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2、3、5、7 
 

  

1、2、3、5、7（反応率 19.5%） 

⇒1 が素数に含まれると捉えている生

徒がいると考えられる。 
 

  

自然数をいくつかの自然数の積の形で

表す活動を通して、素数の意味を理解で

きるようにしています。 
 

  

自然数の素因数分解がただ 1 通りに決

まることについて学習する場面など、そ

の後の学習において素数を用いる際に、

1 は素数に含まれないことを再確認す

ることも大切です。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

1 年・整数の見方 p.16 

 

① 素数 

〈1年 1章 整数の見方〉 

 

無解答率 

0.7% 

教科書 

では… 

 

 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査 □1  

 

正答率 

32.2% 

1 年・整数の見方 p.17 
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0.4𝑎  
 

  
𝑎

40
 または 

40

𝑎
（反応率 10.4%） 

⇒オレンジの果汁の量を 
果汁の割合(%)

飲み物の量(mL)
 

と捉えたり、40%を
1

40
と考えたりして

いる生徒がいると考えられる。 
 

  

(比較量)＝(基準量)×(割合)であるこ

とや、23%が 0.23 (=
23

100
) であること

を側注で振り返った上で、 

(自転車通学をしている生徒数) 

＝(中学校の生徒数)×(割合) 

であることを確認し、自転車通学をして

いる生徒数を、文字を使って表していま

す。 
 

  

具体的な数で計算したことをもとに文

字式で表したり、表した文字式が正しい

かどうかを具体的な数を代入して確認

したりすることができるように指導す

ることも大切です。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

 

 

1 年・文字と式 p.82 

 

正答率 

52.7% 

② 文字を用いた式 

〈1年 3章 文字と式〉 

 

無解答率 

7.1% 

教科書 

では… 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査 □2  
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2𝑛、2𝑛 + 2  
 

  

𝑛 + 2、𝑛 + 4  

⇒これらの中には、連続する 2 つの奇

数を表す場合があることを捉えるこ

とができていない生徒がいると考え

られる。 
 

  

𝑚、𝑛 を整数とすると、偶数は 2𝑚、奇

数は 2𝑛 + 1 と表せることを、教科書の

図と対応させて確認することが大切で

す。 
 

  

誤った表し方を取り上げ、𝑛  に具体的

な数を代入するなどして、なぜ誤りであ

るのかを考えさせる活動も設定してい

ます。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

 

 

2 年・式の計算 p.32 

 

正答率 

35.5% 

③ 連続する2つの偶数 

〈2年 1章 式の計算〉 

 

無解答率 

14.1% 

教科書 

では… 

令和 6年度 全国学力・学習状況調査 □1  
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−3𝑥 +
1

2
 または 

−6𝑥+1

2
 

 

  

−
5

2
  

⇒等式 6𝑥 + 2𝑦 = 1  を 2𝑦 = −6𝑥 + 1 

とした上で、右辺の「−6𝑥 + 1」を 

 「−5」と計算し、両辺を 2 でわったと

考えられる。 
 

  

𝑦 、−6𝑥 を移項することや両辺を 6 で

わることが、等式の性質を根拠にしてい

ることを確認することが大切です。 
 

  

 「𝑥 = 3 − 𝑦 」という誤った式を取り上

げ、「6𝑥 = 18 − 𝑦」を 𝑥 =     の形

に変形するときには、右辺は 

 「18 ÷ 6 − 𝑦 ÷ 6」と計算しなければなら

ないことを確認する場面を設定するこ

とも考えられます。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

 

 

2 年・式の計算 p.35 

 

正答率 

53.1% 

④ 等式の変形 

〈2年 1章 式の計算〉 

 

無解答率 

9.5% 

教科書 

では… 

令和 6年度 全国学力・学習状況調査 □2  

 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

130° 

 

  

310°（反応率 27.4%） 

⇒頂点 A における外角を、360°から

頂点 A における内角をひいた角であ

ると捉えている生徒がいると考えら

れる。 
 

  

外角を図に示したり、角の大きさをは

かったりする活動を取り入れ、外角の

意味を正しく理解できるようにするこ

とが大切です。 
 

  

多角形の外角の和の性質など、外角に

着目して図形の性質を考察する場面に

おいて、外角の意味を再確認すること

も大切です。 
 

誤答例 

正答 

POINT 

POINT 

 

 

正答率 

58.3% 

2 年・平行と合同 p.117 

 

⑤ 外角 

〈2年 4章 平行と合同〉 

 

無解答率 

1.9% 

教科書 

では… 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査 □3  

 

2 年・平行と合同 p.119 
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17（反応率 29.1%） 

⇒𝑥 の増加量と 𝑥 の値を混同し、 

 𝑦 = 6𝑥 + 5 に 𝑥 = 2 を代入して 

𝑦  の値を求めた生徒がいると考えら

れる。 
 

  

𝑦 = 5𝑥 − 2 の変化の割合は 5 で一定で

あり、変化の割合は 
(𝑦の増加量)

(𝑥の増加量)
 で求め

られることから、𝑥 の増加量が 3 のと

きの 𝑦 の増加量が求められるようにす

ることが大切です。 
 

  

グラフを用いて、「𝑥 の増加量が 2 のと

きの 𝑦 の増加量」と 「𝑥 の値が 2 のとき

の 𝑦 の値」の違いを視覚的に捉えさせる

ことも考えられます。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

 

 

正答率 

35.4% 

2 年・1次関数 p.78 

 

⑥ 変化の割合 

〈2年 3章 1次関数〉 

 

無解答率 

7.9% 

教科書 

では… 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査 □4  

 

2 年・1次関数 p.81 
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0.25 

 

  

10（反応率 15.6%） 

⇒階級の相対度数と階級の度数を混同

している生徒がいると考えられる。 
 

  

例えば、滞空時間が 2.00 秒以上 2.10

秒未満の割合である 0.1 は、2.00 秒以

上 2.10 秒未満の階級の相対度数であ

り、相対度数は、全体（総度数）に対す

る部分（各階級の度数）の割合を示す値

であることを理解できるようにするこ

とが大切です。 
 

  

大きさの異なる 2 つ以上の集団のデー

タの傾向を比較する活動を取り入れる

ことで、相対度数を用いることの必要性

を理解できるようにすることも大切で

す。 
 

誤答例 

正答 

POINT 

POINT 

 

1 年・データの分析 p.262 

 

正答率 

43.1% 

⑦ 相対度数 

〈1年 8章 データの分析〉 

 

無解答率 

9.2% 

教科書 

では… 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査 □5  
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⑧ 証明を振り返り、統合的・発展的に考察すること 

  （平行四辺形） 

 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査 □9 ⑶ 

 

教科書 

では… 
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平行四辺形 ABCD の向かい合う辺は平行だか

ら、 

AB ∥ DC 

よって、AG ∥ HC ……① 

平行四辺形 FCEA の向かい合う辺は平行だか

ら、 

FC ∥ AE 

よって、GC ∥ AH ……② 

①、②より、2 組の向かい合う辺がそれぞれ平

行だから、四角形 AGCH は平行四辺形である。 
 

  

△GBC と△HDA において 

    BC＝AD 

⇒△GBC と△HDA に着目し、三角形の合同条件

を用いて証明しようとしたと考えられる。 

  

まなびリンクの動画を参照するなどし

て、証明すべきことがらを明確にした上

で、その根拠を見いだす活動を取り入れ

ることが考えられます。 
 

  

根拠や成り立つことがらを言葉や記号

を適切に用いて証明できるように指導

することが大切です。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

正答率 

33.8% 

無解答率 

31.2% 

2 年・三角形と四角形 p.173 

 

授業アイディア例▶ 

（国立教育政策研究所発行） 
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⑨ 日常的な事象における問題について、関数関係に 

着目し構想を立て解決すること（ストーブ） 
 

 

 

令和 6年度 全国学力・学習状況調査 □8 ⑵ 

 

教科書 

では… 
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  アを選択した場合〉 

・「強」の場合の式と「弱」の場合の式について、

それぞれの式に 𝑦 = 0  を代入し、𝑥  の値の差

を求める。 

 

  イを選択した場合〉 

・「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

について、𝑦  の値が 0  のときの 𝑥  の値の差

を求める。 

・「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

について、𝑦 座標が 0 のときの 2 点間の距離

を読みとる。 
 

  

・𝑦 = −4𝑥 + 18  と 𝑦 = −2.5𝑥 + 18  の差を求め

ればよい。 

・「強」の場合の式と「弱」の場合の式で連立方

程式を解き、出てきた 𝑥 の値がストーブの使

用時間の差となる。 

⇒「差」について記述しているが、「強」の場合

と「弱」の場合のストーブの使用時間の差を求

める方法について誤って捉えていると考えら

れる。 
 

  

印刷枚数によって、どちらの会社に依頼

するほうが安くなるかを判断する方法

について、式やグラフをどのように用い

ればよいかを説明する場面を設けるこ

とが考えられます。 
   

解決の方法として表現が不十分な説明

を取り上げ、十分な説明にしていく場面

を設定することも考えられます。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

正答率 

17.7% 

無解答率 

16.2% 

2 年・1次関数 p.100～101 

 

授業アイディア例▶ 

（国立教育政策研究所発行） 
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⑩ データの傾向を読みとり、批判的に考察し 

  判断すること（車型ロボット） 

 

 

※⑶は省略 

教科書 

では… 

令和 6年度 全国学力・学習状況調査 □7 ⑵ 
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・速さが段階 1 から段階 5 まで、だんだん速く

なるにつれて、箱ひげ図の箱の位置が右側にず

れていっている。 

・速さが段階 1 から段階 5 まで、だんだん速く

なるにつれて、第 1 四分位数と第 3 四分位数

が大きくなっている。 
 

  

・段階 1 と段階 5 を比べると約 2 倍の差がある。 

・段階 1 の箱ひげ図は、段階 5 の箱ひげ図の 
1

2
 

くらいになる。 

⇒段階 1 と段階 5 の 2 つの箱ひげ図について、

10cm の位置から進んだ距離の分布をもとに

比較しようとしているが、その違いについて根

拠を明らかにして説明できなかったと考えら

れる。 

 

 

 
 

  

京都の冬日の日数について、箱ひげ図

を比較し、数学的な表現を用いて説明

する場面を設定しています。 
 

  

判断の理由を箱の位置や四分位数など

を用いて説明できるようにすることが

大切です。 
 

正答 誤答例 

POINT 

POINT 

正答率 

26.4% 

無解答率 

29.0% 

2 年・データの分析 p.213 

 

授業アイディア例▶ 

（国立教育政策研究所発行） 
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